
 

桐生高校は国公立大学への進学率の高さや、SSHを活用した探究活動により、地域中核

校としての役割を果たしつつ、さらなる進学実績の向上を目指しています。そこで最上位

層の育成、特に東京大学合格を見据えた取り組みを積極的に展開し、「地域中核高から県内

トップ進学校へ」というスクール・ミッションの実現を目指します。 

このプロジェクトは、次の三つの柱から成り立っています。 

 

 

 

 

桐生高校 東大合格プロジェクト 

（校内）入試問題研究会、模試分析会 

（校外）東大入試問題研究会（大手予

備校主催）への参加 

 

  

東大を目指す生徒の志望

を早期に引き出し、適切

な進路観と基礎学力を育

成します。 

学習面のリーダーや仲間

を通して高い目標を持ち

続けるよう支援します。 

生徒に自己理解と課題意識を

持たせ、同じ志望を持つ仲間

の存在を通して、質の高い学

習に取り組ませます。 

学習のペースづくりを学校が

支援します。 

難関大合格を見据えた指導体制の整備と

若手教員の育成を図りながら、校内の連

携を強化し、担任や進路指導部が情報を

共有し合える仕組みを構築します。 

東大を身近に 

感じさせる指導と

学習リーダー 

の育成 

校内連携による 

指導力向上と 

育成体制の構築 

仲間意識と 

自己理解を促す 

高質な学習支援 

（２学年難関大集会） 

・東大ツアー 

（現役東大生の解説あり） 

・難関大情報交換会 

（卒業生から大学の様子を 

聞きます） 

・個人面談（随時） 


